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縦走競技『秩父 。武甲山』 :『小鹿野・観音山』&ク ライミング競技『加須』

《成功させよう59"埼玉国体》

華
麗
に
デ
モ
Ｚ
フ
イ
ヽヽヽ
ン
グ
の
平
山
氏
（５
ｏｌ
３
Ｂ
／
Ｃ

・平
成
１
５
年
度

【
評
議
員
総
会
】

※
敬
称
略

期
日
‥
平
成
１
５
年
４
月
２
７
日
（日
）

場
所
‥
北
本
市
中
央
公
民
館

評
議
員
出
席
者
名
‥
計
２
６
名

相
沢
（川
口
市
登
山
同
好
会
Ｙ
鳥
（グ
ル
ー
プ
・ド
・ピ
オ
ン
代
）

田
中
（浦
和
山
岳
会
Ｙ
風
間
（浦
和
渓
稜
山
岳
会
・代
）

佐
藤
（あ
ゆ
む
山
の
会
Ｙ
芝
田
（桜
草
山
の
会
）

小
沢
（遠
峰
山
岳
会
Ｙ
東
川
（大
宮
岳
稜
会
・代
）

大
久
保
（桶
川
山
の
会
・代
Ｙ
武
井
（深
谷
山
岳
会
）

井
上
（た
ら

つ
ぺ
山
の
会
・代
Ｙ
小
高
（熊
谷
ア
ル
ム
ハ
イ
キ
ン
グ

グ
ラ
ブ
）

長
谷
川
（熊
谷
山
岳
会
Ｙ
荒
井
父
熊
谷
岳
友
会
・代
）

逸
見
（恵
流
峰
会
・代
Ｙ
大
平
（岩
槻
岳
友
会
）

鈴
木
（越
谷
山
岳
会
・代
Ｙ
森
（春
日
部
東
部
登
高
会
）

計
良
（春
日
部
市
役
所

ハ
イ
キ
ン
グ
部
Ｙ
内
野
（
エ
コ
ー
山
の
会
・

代
）

柳
下
（山
岳
同
人
埼
玉
・代
Ｙ
板
橋
（蓮
田
山
の
会
・代
）

森
下
（高
体
盟
登
山
専
門
部
Ｙ
村
岡
父
加
須
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
・代
）

矢
萩
（加
須
ボ
ル
ダ
ー
ク
ラ
ブ
・ボ
ル
７
Ｙ
土
屋
（ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
・ビ
ナ
）

委
任
状
提
出
会

‥
計
１
４

日
産
デ
イ
ー
ゼ
ル
山
岳
部
。川
口
市
役
所
山
岳
会
。浦
和
市
役
所

山
岳
部
・浦
和
西
岳
友
会
・Ｊ
Ｒ
大
宮
工
場
山
岳
部
・山
と
自
然
を

楽
し
む
会
ニ
ロ
田
山
岳
会
。両
神
山
岳
会
。岩
桜
登
高
会
・奥
武
蔵

ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
・所
沢
市
役
所
山
の
会
・毛
呂
山
山
岳
会
・

小
川
山
の
会
。無
名
山
塾

理
事
出
席
者
名

‥
計
１
７
名

中
田
・平
沼
・福
田
。大
谷
。加
藤
。中
山
・宮
野
。大
倉
・瀬
藤
天
野
・

山
口
・榎
本
・塩
谷
・鈴
木
・島
崎
。仙
波
・岩
井
田
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（１
）
開
会
の
言
葉
‥
司
会
・加
藤
事
務
局
長

（２
）
会
長
挨
拶
　
・一連
盟
会
長
・田
中

（３
）
議
　
　
事
　
・・総
会
議
長
・田
中

※
第

一
号
議
案
‥
平
成
１
４
年
度
　
事
業
報
告

事
務
局
（加
藤
Ｙ
指
導
部
（山
中
Ｙ
競
技
部
（宮
野
）

遭
難
対
策
部
（瀬
藤
Ｙ
海
外
登
山
部
（鳥
）

自
然
保
護
指
導
部
（山
口
Ｙ
広
報
部
（岩
井
田
）

５
９
国
体
実
行
委
員
会
（平
沼
）

５
９
国
体
選
手
強
化
委
員
会
（大
谷
）

第

一
号
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
　
可
決

※
第
二
号
議
案
‥
平
成
１
４
年
度
　
決
算
報
告
（加
藤
）

監
査
報
告
　
会
計
監
査
報
告
（小
高
）
監
査
に
つ
い
て
は
間

題
あ
り
ま
せ
ん

質
疑
　
井
上
評
議
員

①
団
体
数
と
報
告
数
の
差
異
に
つ
い
て
―
未
集
金
の
連
盟
が

あ
り
ま
す
。

②
未
払
い
未
集
金
の
扱
い
に
つ
い
て
―
早
急
に
催
促
し
ま
す
。

③
会
員
カ
ー
ド
の
発
行
に
つ
い
て
―
請
求
し
ま
す
。

第
二
号
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
　
可
決

※
第
三
号
議
案
‥
平
成
１
５
年
度
　
事
業
計
画

事
務
局
（加
藤
）

指
導
部
（山
中
Ｙ

今
後
は
講
習
会
の
３
本
立
て
実
施
。

競
技
部
（宮
野
Ｙ
・
４
月
２
０
日
。第
７
回
武
甲
山
縦
走
競
技

を
実
施
約
７
０
名
の
参
加
が
あ
り
。
オ
ー
プ
ン
参
加
に
間

寛
平
さ
ん
が
参
加
。
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
研

修
会
を
行
い
ビ
レ
ー
ヤ
講
習
会
も
開
催
。

遭
難
対
策
部
（瀬
藤
）

今
年
度
は
チ
ー
ム
レ
ス
キ
ュ
ー
を
主
体
と
し
て
講
習
を

行
い
た
い
。

海
外
登
山
部
（鳥
）

５
月
２
２
日
に
テ
レ
ビ
朝
日
。大
谷
氏
の
講
演
を
大
宮
で

行
う
予
定

海
外
登
山
計
画
と
し
て
　
エ
レ
ブ
ル
ー
ス
・キ
ナ
バ
ル
・チ

ベ
ツ
ト
を
計
画
。

自
然
保
護
部
（山
口
）

広
報
部
（岩
井
田
）

年
間
４
回
の
広
報
発
行

５
９
国
体
実
行
委
員
会
（平
沼
）
　
　
　
　
　
″

５
９
国
体
選
手
強
化
委
員
会
（大
谷
）

埼
玉
県
岳
連
・創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
。発

足
予
定
（福
田
）

第
二
号
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
　
可
決

※
第
四
号
議
案
‥
平
成
１
５
年
度
　
予
算
案
（加
藤
）

第
四
号
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
　
可
決

※
第
五
号
議
案
‥
規
約
改
正
に
つ
い
て
（福
田
）

施
行
は
平
成
１
６
年
４
月
１
日
よ
り

①
質
疑
　
小
高

第
五
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
　
可
決

そ
の
他
（質
疑
）

鳥
評
議
員
。相
沢
評
議
員
―
カ
ー
ド
（連
盟
発
行
。会
員
証
）

に
つ
い
て

小
澤
評
議
員
・カ
ー
ド
の
特
典
を
広
げ
て
ほ
し
い
（
ス
ポ
ー

ツ
用
品
店
。等
）

加
須
市
山
岳
連
盟
加
入
に
つ
い
て
（２
団
体
の
紹
介
）

（４
）
閉
会
の
挨
拶
‥
副
会
長
・武
井

評議員総会・議長挨拶の田中会長

総会後に懇親会を開催

第
５
８
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

競
技
日
程
‥
平
成
１
５
年
８
月
２
３
日
（土
）
～
２
４
日
（日
）

２

３

日

・
成
年
女
子
・少
年
男
子
・少
年
女
子
《
Ｚ
フ
イ
ヽヽヽ
ン
グ
》

２

４

日

・
成
年
女
子
・少
年
男
子
・少
年
女
子
《
縦
走
》

競
技
会
場
‥
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
・笠
松
運
動
公
園
体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
特
設
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
オ
ー
ル

‥
縦
走
競
技
・日
立
市
神
峰
山
特
設
コ
ー
ス

（小
木
津
山
自
然
公
園
～
本
山
）

競
技
方
法
‥
第
５
８
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
規
則
・基
準
に
よ
る
。

参
加
資
格
‥
第
５
８
国
体
総
則
５
に
よ
る
参
加
資
格
・所
属
都
県
及
び
選

手
の
年
齢
基
準
に
よ
る
。

参
加
申
込
…
各
都
県
体
育
協
会
を
通
じ
て
行
う
。

申
込
締
切
‥
平
成
１
５
年
７
月
１
７
日
（木
）

詳
細
は
（第
５
８
国
体
関
東
ブ
ロ
ツ
ク
大
会
・山
岳
競
技
会
開
催
要
項
を
参

昭
¨
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『第
７
回
秩
父
武
甲
山
・

登
山
競
技
大
会
』

報群
生
回

埼
玉
岳
連

・
競
技
部
長
　
宮
野
　
昇

平
成
１
６
年
の
国
体

コ
ー
ス
で
あ
る

「秩
父
影
森

小
学
校
ス
タ
ー
ト
～
は
に
つ
園
前
～
長
者
尾
根
～

長
者
の
頭
～
武
甲
山
御
嶽
神
社
鳥
居
ゴ
ー
ル
」
距

離
・ウ

・
９
ｋ

ｍ
ｏ
標
高
差
。１

２
８
０

ｍ
ｏ
規

定
重
量
５
ｋ

ｇ
ｏ
指
定
時
間
１
８
０
分
で
、
選
手

約
７
０
名
の
参
加
で
実
施
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
秩
父
市
国
体
推
進
室
の
依
頼
で
、
秩
父

影
森
小
学
校
か
ら
、
は
に
つ
園

へ
向
か
う
道
路
に

交
通
整
理
員
と
し
て
地
元
の
交
通
指
導
員
等
た

く
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
協
力
を
得
て
、
交
通

規
制
を
実
施
し
又
、
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
武

甲
鋼
業

（株
）
の
協
力
得
て
、
ト
ン
ネ
ル
内
の

山
頂
ま
で
移
動
を
実
施
し
、
雨
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
、　
一
人
の
棄
権
者
も
無
く
、
時
間
ど
お
り

（９
‥
０
０
）

一
斉
ス
タ
ー
ト
で
、
競
技
を
開

始
し
、
な
お
、
事
故
も
無
く
時
間
通
り
競
技
を

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
、
競
技
役
員
全
員
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
あ
ま
り
本
人
は
、
日
立

つ
行
動
は
、
し

な
か

っ
た
で
す
が
、
喜
劇
俳
優
の
間
寛
平
さ
ん

が
、
参
加
し
て
く
れ
ま
し
て
、
少
し
メ
ジ
ヤ
ー

な
大
会
に
今
後
な

っ
て
い
け
ば
良
い
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

【大
会
成
績
】
は
左
記
の
通
り
で
す

成
年
男
子

。

１
位
　
小
林
　
修
　
　
‥
５
５
分
４
３
秒

２
位
　
本
橋
　
和
之
　
‥
５
７
分
０
３
秒

（埼
玉
県
山
岳
連
盟
）

３
位
　
大
野
　
好
章
　
‥
５
８
分
５
１
秒

（大
宮
自
衛
隊
３
２
普
連
）

成
年
女
子

・

１
位
　
辻
　
美
智
恵
　
・・
■
時
間
２
９
分
２
２
秒

２
位
　
安
藤
　
由
香
里
‥
１
時
間
３
２
分
２
９
秒

３
位
　
山
口
　
ま
き
子
‥
■
時
間
４
１
分
０
０
秒

街中を抜けて武甲山に向かう選手 続頭から3人 目.間寛平さん)

少
年
男
子

・

１
位
　
水
野

２
位
　
村
山

３
位
　
山
崎

少
年
女
子

・

１
位
　
山
田

２
位
　
山
本

３
位
　
内
間

裕
史
　
・
■
時
間
■
８
分
２
０
秒

（春
日
部
東
高
校
）

裕
輔
　
・
■
時
間
２
５
分
３
３
秒

（越
谷
総
合
技
術
高
校
）

栄

一　
　
‥
■
時
間
２
５
分
４
５
秒

（越
谷
総
合
技
術
高
校
）

昴事
実
　
‥
■
時
間
３
４
分
３
９
秒

（上
尾
南
高
等
学
校
）

は
る
か
‥
２
時
間
０
５
分
３
３
秒

（鴻
巣
高
校
）

舜
一　
　
‥
２
時
間
■
■
分
■
０
秒

（狭
山
経
済
高
等
学
校
）

スター ト前・余裕のポーズ間寛平さん

影森小学校一斉スター ト

競技終了後に行われた反省会
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平成15年度県山岳連盟0日本山岳協会 年間行事・予定表 祀I:昔恙祭日
日 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 瑕 1響1澤雷奮欝| 躙
０
４ ※クライミンク

・
常任委員会

||1子 ||う言言昌 ※指導常任委員会
(東京)

海外登山部例会

3

4 朧 デ 1撃守 ※クライミング常任委員会 輛 ※クライミンク
・
常任委員会

5 惣
海外登山部例会
※指導常任委員会

※指導常任委員会
(東京)

※クライミンク
・
常任委員会

6
※指導常任委員会
(東京)

※クライミンク
・
常任委員会 そ蓼嘉鷲喜言 海外登山部例会

7 予

8 59国体実行委員会例会
※指導常任委員会
(東京)

※クライミンク
・
常任委員会

※指導常任委員会
(東京)

9 ※海外登山常任委員会 ※海外登山常任委員会

10 ※海外登山常任委員会 59国体実行委員会例会
59国体実行委員例会
※海外登山常任委員会 59国体実行委員会例会

９
″ 59国体実行委員会例会

※海外女性懇談会
(東京)

13 ※海外登山常任委員会
13～14自然1保護1総会
研修会|(秩 1父》■■■■

14 ※海外登山常任委員会
15～ 1659国体審判員
役員研修会K/1ヽ鹿野)

59国体実行委員会例会

15 嚢ξ11穐尚

'警

※国体常任委員会 言言言:言言言言:§憑憑:§不厖夢§§§§§||

16 ※国体常任委員会
常任理事会(北本)・

※自然保護常任委員会
理事会(北本)

※自然保護常任委員会

17 ※1新 1春懇談会|(東京)
常任理事会 (1ヒ本)・

※自然保護常任委員会

18 常任理事会 (1ヒ本)。

※自然保護常任委員会
※国体常任委員会 顆 瑕 ※国体常任委員会

19 鶉||IR木贔憑雹辛ヽ文邊埒 ※国体常任委員会
※19～ 21
氷雪研修会 (富士山)

20 ※国体常任委員会
理事会新年会 (北本)

※自然保護常任委員会
※22～23 第42回
海外登山研究会(東京 )

21 常任理事会(北本)・

※自然保護常任委員会
経

―22 ※遭難対策常任委員会 輻 ※遭難対策常任委員会

23 ※遭難対策常任委員会

24 25～28第58国体視察
(水窪 )

25 慾1罐岬予撃 ※遭難対策常任委員会 蝙
26

一）

ヨ 1鋏Ⅷ謳 ※遭難対策常任委員会

27 ※遭難対策常任委員会 輩 |

27■128111111111111

グライミンダ■ダ,,務1膠会

28 亀篇塩:爵零育軍育| 鰤

29 1岬 本今

`坤

零) l鼈冊‖麒魃
30

褻

毀
31～ 1冬山レスキュー講習
会(那須)

◇

31 ◇ 輪 惑軍響準中鷲 ◇

その他
6/7海外登山報告会
(場所未定)

み∩th 25～ 28第58国体選手
監督派遣 (水窪 )

未定
※関東地区ヒマラヤ研究
会(場所未定)

関東地区山岳連盟
連絡協議会

関東地区審判員研修
会(神奈川)

広報 18号 19号
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平成15年度県山岳連盟0日本山岳協会 年間行事・予定表ζ
…土曜日

…日曜日・祭日

日 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1 ※クライミンク
・
常任委員会 海外登山部例会

つ
４

クライミンク
・

高体連春季大会
(加須)

※クライミンク
・
常任委員会 難蹴錫懲8f 海外登山部例会

3 ※クライミング常任委員会
※2 指導常任委員会
(東京)

4 59国体実行委員会例会
※指導常任委員会
(東京)

※クライミング常任委員会

5 ※クライミンク
・
常任委員会

=″
|,腱彗奎犠 須)

6
※指導常任委員会
(東京)

7
※指導常任委員会
(東京) m.基1鰤攀※指導常任委員会

(東京 )
※クライミンク

・
常任委員会

8 ※海外登山常任委員会 ※海外登山常任委員会
※指導常任委員会
(東京)

9 県・選手強化対策委員
会 (上尾)

※海外登山常任委員会 59国体実行委員会例会 ※海外登山常任委員会

10 59国体実行委員会例会

|

12 ※海外登山常任委員会 ※海外登山常任委員会

13

14 ※国体委員総会(東京) 59国体実行委員会例会 1魂感gL獄ギ
15 ※自然保護常任委員会 ※国体常任委員会 ※自然保護常任委員会

16 理事会 (北本)・

※自然保護常任委員会

17 ※国体常任委員会
1琴

‐理事会(北本)・

※自然保護常任委員会
常任理事会 (北 本 )

※国体常任委員会

18 ※国体常任委員会

19 塩鰊 ※国体常任委員会 ※自然保護常任委員会

20 常任理事会 (北本)

自然保護常任委員会 量齢 1麟炉書
う
ん 鰹‐m纏蟹鳶電滞 ※国体常任委員会 蜀

０
４

０
ん 4月 理事会 (北本)

海外登山部第4回講演
会 大谷映芳氏 (大宮) 鐵 ※全国参与会 (長野) ※遭難対策常任委員会

23 ※遭難対策常任委員会 登鶴論豪機轟
24

25 ※遭難対策常任委員会

26 ※遭難対策常任委員会
27～ 28・ 59国体第1回
基準会議

27 ※28～29 遭対研究
会議・委員総会 (山梨) 浙 lm機幣,彎育

28 ※遭難対策常任委員会
〕 8く受垂萎憂|:二重彗91:||||||||||||||||||||||||

い 著会|
※遭難対策常任委員会 釉忘

29 ※29～31ポ ーツクライミング
全国研修会総会(富山)

30 第 2回競技運営
担当者会議

30～ 158国体リハ大会
選手監督派遣(水窪)

霙華■尋1山婆レスキil講
‐軸 積‐雪期(兵庫):

つ
０ ◇ 鑽 .楊1象辟 ◇

影
Ｎ ◇

その他
31～ 1 自然保護観察
会・研修会② (長野)

※28～ 29海外遭対研
究会・委員総会(群馬)

※4～ 5文部科省全国
山岳遭対協議会 (滋賀)

※22～25全 日大会・白
馬岳の自然。(白 馬)

※27～28 第17回
シ
・

ャハ
・
ンカップ (富山)

その他
30～ 1 58国 体リハ大
会基準会議(水窪)

関フ
・口大会審判員会議

(日 立)

27～28 第58国体基
準会議Ⅳ(水窪)

未定
チームレスキュー奇摩雇里

`ミ(場所未定)

広報 16号 17号
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THE CLIMIBING
4the KAZO C■ lP

COⅣTETITON
2003

「それぞれのKAZO CUP」

文 村岡正 己

写真 小澤信太・ 樋 山徳彦

表彰式が、終わろうとしている時に競技委員長が握手を求め

てきた。時計を見ると18時 30分。今回の大会では、参加者
128名の競技と、ゲストに迎えた平山ユージのデモをこなす

ために詳細なシュミレーションを繰り返した。ほぼ予定通りの

進行で大会を運営できたことに対する満足感からであろう。

これは、そんなKAZO CUPを 成功させるために働いた名も

ない人たちの物語である。
*某国営放送のフ

゜
ロシ'ェクト○風に音楽を思い浮かべながら読んで

いただけると幸いです !?

4月 9日
KAZO CUPの打合せを始める。森下、大倉、矢萩、村岡が加

須市民体育館に集合。今回で 4回 日、大会運営には自信あり。

(ち よつと自惚れたオジサン達)選手には予選を 2本づつ登っ

て貰ぃ楽しんでもらお うと余裕の展開。もっぱら話は、大会の

名前に集中する。昨年までは、第○○回 KAZO CUP 2000
という形で「間違えではないか」と言 う問い合わせがいくつ

か。2000と い うKAZO CUPを始めた年ではな く開催年にしよ

うと !至って平和な状態。能天気な 4人であつた。

4月 24日

KAZO CUP平 山氏ゲス トヘの動きが始まる。

この時は、半信半疑。

5月 31日

申し込みが 100名 を越 していると体育館側か ら連絡あ り。森

下、大倉、矢萩、村岡緊急招集。正確には、128名。せっか く申

し込んできた方を受け入れることで一致。理科系出身の4人は、

数学的な見地か ら緻密な計算を行 うのであった ?

6月 11日 ～ 12日
地元クラブ員が集まつて壁のホール ドを外す。 1000個 以上

はあるだろ う。中には、休暇を取 つて協力してくれるメンバー

も。それにしても腰が痛い。腰痛が再発 しそ うだ。

6月 13～ 14日
ルー トセ ッ ト、会場作 りとスタッフはそれぞれの仕事をこな し

てい く。
ローカル大会であるため、クライミング能力は自己申告。これ

が問題。申込書を見ていて名の知れた方で、エツ !と いう方が

何名かいる。また、オンサイ トとレッドポイントの差がある人

などいろいろ・・・

そして、なんちやつてビギナー、なんちやつてミドルを探せとチエツクマンの森下、大倉の目がキラリと光る。

まさにクライミング競技は選手同士だけでなく、セッターとの争いでもあるのです。セッターは大変だ。

・チーフセッターの大王 (立木)は、真ん中の壁にミドル予選とエキスパー ト決勝を !

腕の筋肉を 1本 1本じわじわと使って行く様な感じのルー ト。特にエキスパー トルー トは、ホール ドのキープ

4th.KAZO CUP 2003 DATA
期 日     2003.06.15
場所   加須市民体育館

参加者  128名
17-トセッター チーフ立木孝明、サフ

゛
磯部仁

アシスタント 小澤新太
スタッフ   44名
優勝   エキスハ―゚卜 渡辺数馬 :'

ミドル 藤枝国博
ビキ

゛
ナー 石川恭夫

シ
゛
ュニア 沼尻拓磨

月夕通塁      シ
゛
ユニア・ヒ

゛
キ
゛
ナー  5.1la

ミト
゛
ル 5。 1lc

エキスハ―゚卜  5.12d

ツし彫ト      シ
゛
ユニア・ヒ

゛
キ
゛
ナー  5。 1lc

ミト
゛
ル  5112a

エキスハ―゚卜  5.13b/c

エキスパ―卜決勝ルートでの渡部数馬 1

エキスパート決勝17-卜 での渡部数馬2
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力が勝負。サッカーでいうタメですね ?
・サブセッターの磯部は、左の壁にエキスパー ト予選とミドル決勝を準備。なぜか加須の大会には彼が欠かせな

い存在に。
・ビギナー、ジュニアは信太、矢萩、森下、大倉、村岡が寄って集ってセット。なにしろ5.9～5.1lbの 選手が登

録。気がつくとビギナー予選で110° 決勝で120° 以上の傾斜に !

夕方になって疲れが出てきたところで、仕事が終わって駆けつけてきた井上が登場。早速競技の流れをチェッ
ク。我々は理科系でありながら最終的にはいい加減なタイプ。
これをアイソレーションからステージまで管理する彼がホロー

する。ちょっとうるさいが・・・

時には暴走するし !

そして、何とか準備が終わったのが、夜の 10時。これでもい
つもより早いわけで・・・。クライミングの大会とは手間がか
かるのです。

6月 15日
大会当日。 128名 の選手をこなすために、各カテゴリー同時
の 3車線方式を採用。その進行全体は、流れ作業のよう。

ビギナーの予選でちょっとしたアクシデント。

下部のルー トが トラバースしながらの左上で、クリップがちょ
つと嫌らしい。ビレイヤー泣かせのルー トになってしまった。
マットを引いての対応。

エキスパー トでは、渡部数馬が連覇。 2位篠崎善信、 3位有枝樹雄。 ミドル、ビギナー、ジュニアではカテゴリ
ーを越えたレベル (なんちゃってビギナーや ミドル)でスパーファイナルヘもつれ込むなど、各カテゴリーでの

素晴らしいクライミングが展開。

競技終了後の平山ユー
rジ

によるデモが行われた。ビギナー決勝の5.1l cでアップ ?続いてエキスパー トの決勝ル
ー ト (5。 13b/C)を 楽々と完登。世界 トップクラスのすごさを見せ付けられました。
また、ョセミテでスラブをやつていたため、かぶつた壁はちょっとと前振 りしておきなが
ら、上部のスタティジクな核心部を余裕と見えるムーブでクリア。あつというまに完登。
ただ、選手への敬意かクリップせずのダイブヘ。その瞬間数メートルのフォールと振り子のように振られる姿
に、プロの凄さを見せ付けられた感じがした。そして、 トークショウヘ・・・満足のいく大会であったと思う。

*課題としては、ビレイヤーのレベルアップの必要性を感じる大会でもありました。今までの経験から十分なス
キルにあると考えていましたが、今回の様なルートになるとまだまだのような感じがします。

最後に、第四回KAZO CUPの運用をめぐり選手、スタッフならびにご協力いただいた方に
この場をかりてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

クライミングスター トの平山氏 (ビ レーヤー・村岡)

ユージのデモ

平山氏を囲んで記念ポーズ
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平
成
１
５
年
度
埼
玉
県
山
岳
連
盟

ｏ
自
然
保
護
委
員
会
　
総
会
報
告

埼
玉
岳
連

・
自
然
保
護
部

期
　
　
日
‥
平
成
１
５
年
３
月
２
２
日
～
２
３
日

場
　
　
所
‥
東
秩
父
‥
雲
取
山
荘

参
加
団
体
‥
恵
流
峰
会

・
浦
和
渓
稜
山
岳
会

・
奥
武
蔵
Ｗ
Ｖ

・
深
谷

山
岳
会

・
信
越
ポ
リ
マ
ー
山
岳
部

・
蕨
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ

・
戸
田
山
の
会

・
蓮
田
山
の
会

・
桶
川
山
の
会

・

石
っ
こ
ろ
の
会

・
越
谷
山
岳
会

・
岩
槻
岳
友
会

。
大
宮

岳
稜
会

・
熊
谷
壁
稜
山
岳
会

・
山
岳
同
人
埼
玉

（計
３

０
名
）

自
然
保
護
委
員
総
会

（午
後
４
時
よ
り
開
催
）

開
会
式
　
　
・
〓
一ツ
木
自
然
保
護
委
員
長

挨
　
　
拶
　
・
山
口
自
然
保
護
部
長

来
賓
挨
拶
　
・
浅
見
日
山
協
自
然
保
護
委
員
会
副
委
員
長

中
田
埼
玉
岳
連
副
会
長

総
会
開
催
　
・
議
長
選
出
‥
議
長
岩
崎
埼
玉
岳
連
自
然
保
護
副
部

長

第
１
号
議
案
‥
平
成
１
４
年
度
活
動
報
告

一も一躁

第
２
号
議
案
‥
平
成
１
４
年
度
会
計
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が

行
わ
れ
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
承
認
。

第
３
号
議
案
‥
平
成
１
５
年
度
活
動
計
画
案

・
賛
成
多
数
可
決
承

認
。

第
４
号
議
案
‥
平
成
１
５
年
度
会
計
予
算
案

・
賛
成
多
数
可
決
承

認
。

第
５
号
議
案
‥
新
常
任
委
員

・
委
任
提
案
　
賛
成
多
数
可
決
承
認

新
任
の
委
員
は
大
久
保

（桶
川
山
の
会
）

・
板
橋

（蓮
田
山
の
会
）

・
鈴
木

（大
宮
岳
稜
会
）

仙
波

（槻
岳
友
会
）
の
諸
氏
　
・
・敬
称
略

閉
会
の
言
葉
‥
三
ツ
木
自
然
保
護
部
委
員
長

自
然
保
護
委
員
研
修
会

開
会
式
　
　
　
・
〓
一ツ
木
自
然
保
護
部
委
員
長

主
催
者
挨
拶
　
・
山
口
自
然
保
護
部
長

講
師
紹
介
　
　
・
山
中
豊
彦
氏

（両
神
山
の
地
主
）

演
　
　
題
　
　
・
両
神
山
白
井
差
登
山
道
閉
鎖
の
経
緯
と
閉
鎖
後

の
環
境
変
化
に
つ
い
て

閉
会
の
言
葉
　
・
山
口
自
然
保
護
部
長

懇
親
会
開
催

。

（夕
刻
８
時
半
終
了
）

。
翌
日
は
雲
取
山
登
山
後
解

散

事

務
局

よ
り

日
山
協
等
山
岳
関
係
団
体
よ
り
講
習
会
等
の
案
内
が
届
い
て
お
り
ま

す
。
希
望
者
に
は
、
要
項
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
甲
〓
≧
ｒ

合
Ｅ
貫
ｏ
ワ
・府
∽●
・Ｒ
む
》
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
２
７
６

・
５
２

・
１
２
７
６
　
加
藤
　
一昌
之

１
．
全
日
本
登
山
大
会
　
８
／
２
２
～
２
４
　
長
野
県
自
馬
村

（追
加
可
）

２
．
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

（無
積
雪
期
）

８
／
３
０
～
３
１
神
戸
市

（７
／
３
１
締
切
）

３
．
中
高
年
安
全
登
山
者
講
習
会

。
東
部
地
区

９
／
１
９
～
２
１
茨
城
県
新
治
村

（８
／
１
８
締
切
）

４
．
登
攀
技
術
に
関
す
る
指
導
員
の
教
育
と
研
修

１
０
／
４
～
５
　
愛
知
県
鳳
来
町

（９
／
２
２
締
切
）

５
．
ア
ン
チ

・
ド
ー
ビ
ン
グ
講
習
会

６
．
埼
玉
県
体
育
協
会

「キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
と

「提
言
」
の
募
集

『彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
を
契
機
に
培
わ
れ
る

“新
し
い
力
”

を
大
会
後
も

“活
か
す
”
た
め
の
』

他
．
関
東
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
／
２
３
～
２
４
　
茨
城
県
日
立
市

他

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

８
月
２
３
日
（土
）

那
珂
町
笠
松
運
動
公
園
体
育
館
特
設
会
場

縦
走
　
　
　
　
８
月
２
４
日
（日
）

日
立
市

小
木
津
山
自
然
公
園
～
神
峰
山

編
集
後
記

昨
年
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
紹
介
を
立
ち
上
げ
る
つ
も
り
で
し
た
が

今
年
度
は
国
体
関
連
の
計
画

・
報
告
が
主
体
と
な
り
そ
う
で
す
。

で
き
る
だ
け
色
々
の
情
報
を
載
せ
る
予
定
で
す
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
の
情
報
を
ぜ
ひ
御
紹
介
く
だ
さ
い
。
（自
薦
他
薦
問
い
ま
せ
ん
）

次
号
か
ら
開
催
さ
れ
る
各
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

又
、
各
部
会
の
計
画

・
報
告
も
順
次
併
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

今
年
度
も
ま
た
、
原
稿
―
と
叫
び
な
が
ら
鬼
編
集
長
に
変
身
。

Ｔ

Ｅ

Ｌ

　

０

４

９

・
２

４

５

・
５

０

３

１

Ｆ

Ａ

Ｘ

　

０

４

９

・
２

４

５

・
５

０

３

６

（有
）埼
京
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
　
気
付

？
日
出

《
日
ォ

餞
０
（

ざ

日

・Ｏ
Ｌ

ｏ
ｇ

・８

む

》

岩

井

田

　

正

昭


